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研究成果の概要（和文）：放射能汚染を受けた関連地域からの食品に対する韓国人の知覚リスクと購買意図を調
べた。ソウル地域の韓国人210人を対象にオンライン調査を実施し、日本食品に対する韓国人の現在の意識を調
査した。得られた結果からは、原産地効果が食品への知覚リスクと購買意図に大きく影響することが示された。
並行して行った神経活性化の分析での機能的磁気共鳴画像法（fMRI：functional magnetic resonance 
imaging）の結果からも、放射能により汚染された福島の地域から遠くなればなるほど食品への好みが高まるこ
とが示された。

研究成果の概要（英文）：Findings obtained using the structural equation model, indicate that the 
country of origin highly influences perceptions of food risk and purchase 
intentions. Subsequently, a neuroimaging study was conducted to supplement the survey findings. The 
analysis of neural activations using fMRI showed that food preference rises with an increase in 
distance from the origin, which is the Fukushima area. The fMRI showed that the left inferior 
frontal gyrus and right hippocampus, which are related to semantic memory retrieval and spatial 
information processing, were activated during the evaluation of food preference and the distance 
from Fukushima.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、2011年3月福島第一原子力発電所事故以降に放射能汚染された可能性のある日本食品に関する韓国人
の知覚リスクと購買意図を調査したものである。ソウル地域の韓国人210人を対象にオンライン調査を実施し、
日本食品に対する韓国人の現在の意識を調査し、構造方程式モデルを使用して得られた結果は、原産地効果が食
品への知覚リスクと購買意図に大きく影響することが示された。その後、調査結果を補足するために神経画像検
査を実施した。神経活性化の分析での機能的磁気共鳴画像法は、原点である福島地域からの距離が遠くなるにつ
れて、食品の好みが高まることを示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
東日本大震災が発生した 2011 年 3 月 11 日まで、日本で生産された食品のブラ
ンドイメージは、安全・信頼・品質のどれもが高いものであった。しかし、福島
原発事故後、日本の食品ブランドイメージは低下した。その原因として、国内お
よび海外の多くの人々に、日本のどの地域で安全かつ信頼できる食品が生産さ
れているのかという情報が十分に周知されていないことが挙げられる。海外の
消費者は特に懸念しており、これは国境を越えた消費者の購買決定に影響を与
える最も重要な要因の 1つである。 
 
国際的な消費者の好みは、あらゆる食品の供給源（原産地）に強く影響されやす
いのである。 「メイド・イン・ジャパン」は、かつて高品質な食品のブランド
イメージを表していたが、2011 年 3 月の震災以降、特に農産物や加工食品に関
してはブランドイメージが低下し続けている。 
 
そのようなことから日本産食品ブランドのイメージを再評価することが必要で
ある。そこで、日本人の自国産食品ブランドに対する購買行動を検討することを
提案する。その後、韓国をはじめとする国際比較研究プロジェクトを実施する。 
 
 
 
２．研究の目的 
 
 
本研究では、消費者が放射性汚染関連地域の食品を購買する際に潜在的なリス
クをどの程度認識しているかを調査し、2011 年 3 月の震災以降の日本の食品ブ
ランドイメージを調査する。 消費者の心理的影響に関する科学的な情報は、質
問票の回答だけでは十分とはいえない。 
 
そのような理由から構造方程式モデリング（SEM: Structural Equation 
Modeling）と機能的磁気共鳴画像法（fMRI: functional Magnetic Resonance 
Imaging）を用いて、脳で描かれる食品イメージと購買意図との関係を調べた。 
 
 
 
３．研究の方法 
 
この分野のほとんどの既存研究は、行動分析のために質問票を使用していた。 
本研究では質問票の回答による SEM と、追加で fMRI を用いて、脳で描かれる食
品イメージと購買意図との関係を調べた。 
 
 
 
４．研究成果 
 
最初に、福島第一原発事故後に放射能汚染関連地域の食品に対する日本国内の
消費者の懸念が、購買意図にどのように影響したかを調べた。結果、原産地のイ
メージが消費者の購買意図に影響を与えるということが判明した。消費者の不
安を払拭させるために、ソーシャルメディアやマスメディアなどを通じて、外国
はもちろん国内の消費者にも、放射能汚染地域の食品に関する正確で詳細な情
報を提供することは、将来の日本の食産業の発展にもつながるということを示
唆した。 
 
次に、原発事故後の日本食品への知覚リスクが購買意図に与える影響について、
韓国と日本の消費者を対象として日本食品に対する態度を調査した。両国の消
費者とも、放射能に汚染された地域の食品に対する懸念を抱いていた。その不安
を払拭させるため、放射能汚染地域についての正確で信頼できる情報を提供す
るといったコミュニケーション戦略の重要性を提案した。 



 
さらに、放射能汚染を受けた関連地域からの食品に対する韓国人の知覚リスク
と購買意図を調べた。ソウル地域の韓国人 210 人を対象にオンライン調査を実
施し、日本食品に対する韓国人の現在の意識を調査した。得られた結果からは、
原産地のイメージが食品への知覚リスクと購買意図に大きく影響することが示
された。並行して行った神経活性化の分析での fMRI の結果からも、放射能によ
り汚染された福島の地域から遠くなればなるほど食品への好みが高まることが
示された。 
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